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要旨 
満足度調査は、一般的に世間で広く多種多様な組織において実施されており、大学も
その例外ではない。2019 年度に南山大学で開講した国際産官学連携 PBL1科目において、
学生が何を感じ、学生にとってそれがどのような経験となったかを知るために、授業担当
者としての筆者自身がグループインタビューを実施した。そこから、学生たちが比較的高
い満足度を得ていたという漠然とした印象を受けたが、その満足感についてより具体的に
読み解くために、今回、バーンド H. シュミットが提唱する「経験価値」の観点から考察す
る。シュミットの 5 つの経験価値と学生のインタビューにおける発言を照らし合わせると、
授業の構成や授業内での活動がもたらす他者とのコミュニケーションの機会や自己表現の
機会、またそれらがもたらすポジティブな感情などが満足感につながったのではないかと
考えられる。「経験価値」は、漠然とした満足度に関するデータをより具体的に学生の視
点から捉えるために、また満足度をより高めるために、示唆を与えるものだと筆者は考え
ている。 
Abstract 
Satisfaction surveys are conducted by a variety of organizations, and universities are no 
exception. In the academic year of 2019, the Career-Oriented International Collaboration 
PBL Course was launched at Nanzan University. I, as a teacher, interviewed the students who 
attended the course in order to learn about their class experience. I had an overall impression 
that the students were satisfied, however, the five different experiences propounded by Bernd 
H. Schmitt seem to suggest a framework for a more meaningful discussion as to satisfaction.
In light of the Schmitt’s five experiences, the students’ satisfaction possibly resulted from 
opportunities of communication with others, self-expression and positive feelings from the 
1 project-based learning を指す。 
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course’s concept and activities. I discovered that the Schmitt’s experience concept may 
function as an indicator and amplifier of the students’ satisfaction.    
背景 
南山大学 NU-COIL プログラム2の一環として 2019 年度に始まった国際産官学連携
PBL 科目3は、海外の大学とグローバル企業と本学が連携したプロジェクト型授業という特
徴をもち、本学では共通教育科目としてすべての学部学科から主に長期留学を経験した学
生を履修者として公募している。本学の学生と海外の学生はオンラインツールを用いて議
論をし、企業から課されたテーマや問題に対してアイデアや解決策を提案する。そのよう
な構成の上で、筆者は授業担当者として、ひとつ一つの授業を具体的に計画し、2019 年度
の本学第 3 クォーター(9 月中旬から 11 月中旬頃)に 3 科目を開講した。 
本プログラムの一貫として初めての実践だったことと、筆者自身としても初めての取
組みだったため、学生たちに授業後インタビューをし、授業の印象やプロジェクトに取り
組む中で感じたことなどを聞いた。それをここに報告するとともに、授業担当者として学
生の満足度についての考察を述べる。インタビュー実施にあたっては、本学研究審査委員
会より承認を得て、対象者となる学生には趣旨を説明し、個人情報の取り扱いについて同
意を得ている。 
各授業の概要 
・PBL A 科目
本授業の課題は、ビジネスシーンにおける異文化コミュニケーションについての事例
を聞き、特に日米文化の相違に焦点を当て、どのようにその違いを捉えて円滑なコミュニ
ケーションを実現できるかを提案することである。連携企業は 3 社あり、学生たちは海外
勤務経験のある社員の方々に話を聞き質問をする機会を得た。また米国大学の授業と連携
し、学生同士がオンラインにて議論し、互いの文化やコミュニケーションの相違について
理解を深めた。それらの貴重なヒアリングや意見交換から学んだことをもとに、学生たち
の提案を冊子にまとめて企業へプレゼンテーションし、評価をいただいた。冊子は各企業
内での参考資料としてお持ち帰りいただいている。 
・PBL B 科目
本授業の課題は、ダイバーシティについて理解を深めることである。在外公館よりそ
のテーマをいただき、理解を深めるための視聴覚教材として映画をひとつご提案いただい
た。米国大学の授業と連携し、双方の学生たちが映画を視聴し、オンライン上で議論を深
めた。また、在外公館よりオンラインにて講義を受け、さらにダイバーシティを推進して
2 詳細は、南山大学 NU-COIL 公式ウェブサイト＜https://office.nanzan-u.ac.jp/nu-coil/＞を参
照。 
3  2019 年度の取り組みの一部は南山大学 NU-COIL 公式ウェブサイト上の特集記事＜
https://office.nanzan-u.ac.jp/nu-coil/pblcoil-special/＞を参照。
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いる企業の担当者からも教室にて講義を受ける機会を得た。学生たちは最終成果物として、
互いに質問し議論をしたときの声の録音を編集し、音楽も乗せるなどしてひとつのインタ
ビュー番組のように仕上げたものを在外公館の担当者へ発表し、評価をいただいた。 
・PBL C 科目
本授業の課題は、未来の車のあり方を提案することである。連携した企業は自動車の
内外装部品製造会社であり、学生たちのアイデアや発想力を求めている。学生たちは米国
大学の学生たちと話し合いながら具体的なアイデアを交換し、10 年後の未来の社会を予測
しながら、車内のアイテムや車自体が社会でどのような役割を果たすべきかに至るまでを
描き、プレゼンテーションをした。それに至る過程で、企業から講義をしていただき、学
生のプロジェクト進捗確認のためにも教室に来ていただいた。最終成果発表時には評価を
いただき、そのアイデアは企業の今後の開発のための参考資料の一部となっている。 
インタビュー内容
授業終了後、各授業の履修者を対象に任意でグループインタビューを実施した。都合
がつかない学生もいたため、全員参加ではない(17 名中 12 名)。冒頭でも述べたように、
本インタビューの実施目的は、端的に言うならば、学生からの感想を詳しく聞くためであ
った。学生たちが主体的に取り組む姿勢は観察できていたが、その背景にある学生の心情
に、授業担当者として興味があった。 
＜質問項目＞ 
インタビューの際に学生に質問した内容は以下である。グループインタビューだった
こともあり、質問に対して話題が次第に変化または発展したこともあったため、グループ
によって質問項目の順番も変わった。それにより、質問とは直接的に関係のない話題もあ
ったため、以下の質問項目と、このあと紹介する学生の発言のカテゴリーは対応していな
いことはここで予め理っておく。 
・授業の印象を教えてください。
・どのような気持ちで授業に取り組んでいましたか？
・またこの授業を履修したいと思いますか？
・授業を受けて、考え方や価値観の変化はあったと思いますか？
・授業をきっかけに、今後もっと知ってみたいことはありますか？
・このプロジェクト型授業は他の授業とどのように違うと思いますか？
インタビューからのデータを経験価値と関連付けた考察
「経験価値」という言葉は経営学、マーケティングの分野で目にする言葉であり、学
校における授業計画時には関係のない概念だと思われるかもしれない。しかし、筆者は個
人的に、授業を計画・実施するときに、少なからず意識している考え方である。大学では、
授業個々に単価が付いているわけではないため、学生たちを「顧客」に当てはめることは
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前提として違和感があるのは確かである。ただ、広く捉えれば、何かを「経験する」とい
う意味で、物を購入するのも、サービスを受けるのも、大学に入り学ぶのも、その人のあ
る一定の時間、人生の一部に組織が関わるという意味では同じであると考えている。その
時間を、どれだけ有意義に過ごしてもらえるのか、授業で学生たちに何を期待し、どのよ
うな気持ちで臨んでもらいたいかを想像し、それらを実現することは学生のみならず教員
としての満足感や達成感にもつながるのではないだろうか。後ほど紹介するインタビュー
から得られた発言から、学生たちは本科目履修において比較的高い満足度を得たのではな
いかと考えられる。満足度を引き出す要素はいくつか推測はできるものの、このあと提示
するバーンド H. シュミットの 5 つの経験価値に従ってそれらを具体的に発言の中に見てい
くことで、満足度に影響したものは何かを分類することができ、またその分類が、それら
を確認・把握するための 1 つのフレームワークとして機能するのではないかと考えた。ま
た次年度の授業改善や大学内での教育的行事、国際交流等の企画にも生かせるのではない
かと感じている。多くの大学が、アンケート形式で大学生活全般や特定の教育プログラム、
または授業などについて満足度調査を実施しており、回答をデータ化しウェブサイトで公
表している。ただそこで、具体的に何が満足度をもたらしたのか、もしくはどのような要
素の組み合わせが満足度をもたらしたのか、または、満足度を高めるためにはどのような
要素が必要なのかを、学生の視点から知る際に、学部学科や行事の種類を問わず参考にで
きるフレームワークとして、5 つの経験価値はその役割を果たすのではと感じている。 
経験価値の定義を、バーンド H. シュミット（ニューヨークにあるコロンビアビジネ
ススクール教授）は、次のように説明している。
「経験価値は、（例えば、購買の前や後のマーケティング活動によってもたらされる）
ある刺激に反応して発生する個人的な出来事である。」(シュミット 2000, p.88) 
また、経験価値マーケティングとは「今、あなたが、実際に肌で何かを感じたり、感
動したりすることにより、あなたの感性や感覚に訴えるマーケティングを展開していくこ
とである。」(シュミット 2000, p.1)と述べている。つまり、単に顧客が欲しいものを購入
したということではなく、その購入以前から、購入中、購入後に至るまでの顧客と企業と
の関係性における経験（プロセス）を重視した考え方である(シュミット 2004)。 
さ ら にシ ュミ ッ トは 、 5 つ の 経験 価値 を 以下の よ うに 挙げ て いる (シ ュ ミット 
2000,2004)。 
1. SENSE：感覚的経験価値 （五感に訴える）
2. FEEL：情緒的経験価値 （顧客の内的フィーリングに訴える―ポジティブな気分、
喜びや誇りなど）
3. THINK：創造的・認知的経験価値 （知性に訴える―創造性に働きかけること）
4. ACT：肉体的経験価値 （ライフスタイルや他の人との相互作用に訴える）
5. RELATE：準拠集団や文化との関連づけ （所属の感覚を提供する）
シュミットは、哲学、心理学、神経科学、そして社会学的な側面から経験価値につい
て述べたあとで、「心理学者と社会学者は、感覚、認知、そして情動に加えて 2 つの経験
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価値的構成要素を示すことが多い。一つは時間とともに拡張される個人の活動（身体的な
経験から行動やライフスタイルの幅広いパターンにいたるまでの）であり、もう一つは他
のものと関連づける価値経験、すなわちグループ、社会、あるいは文化に帰属する個人の
経験価値である。」と述べている(シュミット 2000, p.91)。つまり顧客の感覚や情緒に訴
え、帰属意識を生み出し、印象に残るブランドが、顧客に満足をもたらすのである。「経
験価値が満足をもたらす小さなことまで明確にさせる」(シュミット 2004, p.17)のであれ
ば、以下、学生たちからのヒアリングを紹介しながら、上記で示した 5 つの経験価値を見
つけ、その文脈から何が満足感を引き出したのかを見ていきたい。 
以下で紹介する発言は、抜き出したものを羅列しているため、前後の関連性はない。 
＜授業の印象について＞ 
[発言 1] 学校内にとどまらない授業だなっていうイメージ(SENSE)があって、関わる人
が教室内の学生だけじゃなくって、（中略）いろんな分野で活躍されている方とか、い
ろんな全く違う文化をもった人と関わる(ACT)っていうところから、教室内を飛び出し
た授業だなっていうイメージ(SENSE)がありました。 
[発言 2] 私はこの授業を受けるまで、ダイバーシティっていったら女性差別みたいな感
じて考えていたんですけど、（中略）いろんな観点があるっていうことと、その内容を
たくさん知れた(THINK)ので、すごい良い経験だと思いました(FEEL)。 
[発言 3]（前略）企業の方が本当に求める人材だった、企業が目指すものっていうのが
学校内で知れるっていうのは新鮮だったなって思いました(FEEL)。 
＜異文化間での協働学習について＞ 
[発言 1]（前略）日本人同士で空気を読んでグループ活動するとはまた違って、「あ、
これいま自分が引っ張っていかなきゃいけない(ACT)時だ」とか、いまこれやらなきゃ
どうしようもならないとか、自分でどうしても動かないといけない状況とかがあった
り・・・ 
[発言 2] 相手の意見を尊重したりとか、逆に相手の意見に対してコメントできるよう
に、常に相手の意見を聞きながら自分の頭をフル回転させようっていう気持ちで臨んで
いました(THINK/ACT)。 
[発言 3] 私は、なんか、似てるかもしれないんですけど、逆に異文化っていうその外の
世界を深く勉強したことで、日本に興味を持ちました(THINK)ね。日本人って自分のア
イデンティティと、けっこう向き合う時間が増えた(THINK)かもしんないですね。
＜アウトプットの学習効果について＞ 
[発言 1]（前略）こう、インプットだけの授業だと、こうどうしてもテストのときとか
に、全然思い出せないし、なんか、ノート見ても、これは、なんかどういう状況で先生
がこの言葉を発したのかとかも全然思い出せないんですけど、なんかアウトプットの授
業だと、なんか、状況が思い出しやすくって、こう、あの人がこう言ってたなぁとか、
こう、たぶん、インプットだけだと、耳だけの情報だけど、アウトプットだと、口とか
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目とか、いろんな視覚？五感を使ってフルに学べる(ACT)から、こう印象に残りやすい
んだなぁっていうふうに思いました。 
[発言 2] 最後にプレゼンをするから自分の頭で考えることができた(THINK)んじゃない
かなって思います。 
[発言 3]（前略）この授業に来ると、なんか考えさせられるものがいっぱいあったの
で、もっと自分で考えたり(THINK)、企業の方とかアメリカの方とディスカッションし
たりして、自分の意見を発表できたし、相手の意見も聞くことができる(ACT)。 
＜満足感を得た理由について＞ 
[発言 1]（前略）最後に企業にプレゼンする(ACT)とかっていう機会ってなかなか無い
なぁって思って。それはけっこう貴重な機会が得られたと思っています(FEEL)。 
[発言 2] 私は、企業の、いわゆる企画みたいなものを今までにすることがなかったの
で、特に面白かったなぁ(FEEL)って思ったのは、企画をする上で何を意識するべきかっ
て最初に講義していただいたじゃないですか。あれは自分の中になかった視点だったの
で、すごいいい機会だなぁ(FEEL)ってそこで思いました。 
[発言 3] 最初の方は、アメリカの学生との連絡がそんなにうまく行かなくて、自分が悪
いのかなって不安だったんですけど、最終的には完成することができたし、がんばって
良かった(FEEL)なって思っています。 
[発言 4]（前略）5 人だけしかいないから、それぞれの意見をたくさん聞くことができる
し、自分の意見も絶対言わなきゃいけないから、そこですごい考えることができて
(THINK)、良かったな(FEEL)って思っています。 
[発言 5]（前略）この授業はほんとに一回も休めないっていうか、一回も自分が休みた
くない、大事にしたい(FEEL)って思えるような。週一回のその時間がすごい貴重だな
(FEEL)って思いました。 
[発言 6] 私はもともとそんな自分から手挙げてべらべらしゃべるほうじゃなかったんで
すど、この授業でなんか、いろいろ当てられたりして、その、自分から手挙げて自分の
意見を積極的に発信する(ACT)のも、めっちゃいいなぁ(FEEL)って思いました。 
[発言 7] あー。えなんか自分が一番成長できたなって思う(FEEL)からですかね。インプ
ットもあって、しかも学内だけじゃなくて、企業に行って、企業からなんか実体験に基
づいたお話っていうのを聞かせていただいて、で、それで自分で考えてしかもそれをま
たアウトプットする(THINK)機会もあったので、なんか、ほんとに、成長を感じた
(FEEL)8 週間でした。 
昨年度の履修者で今年度の本科目を履修希望した学生は 13 名中（既卒者を除く）2 名
で、他 3 名が Teaching Assistant を希望して勤務している。また、その 3 名とさらに 3 名
の計 6 名は、今年度の履修者募集にあたりボランティアでポスターや宣伝ビデオ制作等に
協力してくれた。所属意識は比較的あると言って良いだろう(RELATE)。 
FEEL に関して、今回のインタビューでポイントとなったのは、自己表現と他者との
コミュニケーション機会の豊富さが、学生に満足や新鮮さを感じさせた点である。アウト
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プットの機会については、インタビュー中に学生たちが話題にし、長い時間を割いたトピ
ックである。その機会があることによって、他者との関係性の中で自分の存在意義や社会
への帰属意識を感じられたのではないだろうか。THINK については、海外の学生との協
働学習と企業との関わりが本授業の構造にあることから問題解決のための思考や異文化間
における配慮、創造力を発揮する機会を得たことがわかる。ACT については、課題が与え
られたプロジェクト型の授業という性質から、学生が主体性を発揮できる環境が与えられ
ていることがわかる。SENSE については学生募集時に各授業のテーマと概要を公表したと
きに学生が抱いた印象と実際に参加する中で得た印象の双方が影響しているのではないか
と推測する。 
以上のことから、授業という機会においても、経験価値という観点から授業がより良
い経験になるよう計画することは学生に学びの楽しさや満足を感じてもらうために意義あ
ることではないかというのが筆者の考えである。ロンドンビジネススクールのリンダ・グ
ラットンは『ワーク・シフトー孤独と貧困から自由になる働き方の未来図＜2025＞』の中
で、「二〇二五年の世界では、人々はモノを大量に消費することより、充実した経験を味
わうことを重んじるようになる（自分自身がそういう経験を売る仕事に就く人も多くな
る）。」(グラットン 2016, p.260)と述べている。学生にとっての授業という経験について
今後も改めて考えを深めていきたい。 
オンライン授業から対面型授業への移行における経験価値について
新型コロナウイルスの影響で世界的に授業のオンライン化が進み、また教室での対面
授業が再開され始めた。筆者が経験価値について述べる理由は、今回のインタビューから、
「教室へ足を運ぶ意味」について学生が触れたことにもある。アウトプットの機会の必要
性についてヒアリングしていたときの学生の発言を以下、紹介する。 
[発言 1] 講義型の授業を受けてるだけだったら、じゃぁ別にオンラインでいいじゃん。
別にその場でわざわざ受けなくてもわざわざ出席取らなくたって、それこそ衛星予備校
みたいな感じで、別にそれでわかんないんだったらもう一回止めて聞くことできるし、
わざわざそこで対面してやる必要はないなぁって思うんですけど、アウトプットはやっ
ぱりその場で自分の意見と相手の意見をぶつけることもできるし、（後略） 
[発言２] 自分がいる意味があるから。その、行く意味がある。（中略）わかります？な
んか、行く意味があるというか。そんな聞いてるだけだったらそんなの・・・iPhone で
聞けばいいと思うから、行くことによって意味があると思うから、そこだと思います。 
学生たちは、時間や労力をかけて教室へ足を運ぶ意味を、新型コロナウイルス感染拡
大以前に考えていたことが伺える。「何のために」そこに自分はいるのかということだ。
教室での授業が再開され、「なぜ教室に行くのか」という疑問の輪郭がより鮮明になるの
か、それともシンプルに安堵の気持ちがもたらされるのかは各々で異なるのかもしれない。
ただ、その「なぜ」に対して、経験価値という概念は、ひとつの答えを提示するのではな
いかと感じている。 
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今後の課題として 
 今回のインタビューは、経験価値に焦点をあてて分析するために計画したインタビュー
ではなかったため、今後は文献や他の研究者が用いている分析手法を参考にしながら分析
を深めていきたい。また、授業に限らず、教育プログラム、留学プログラム、イベントな
どにおける参加者の満足度を保証し高めることをねらいとする際に今回の気づきを生かし、
その結果の分析にも取り組んでいきたい。 
 また、当然だが授業における経験価値と、いわゆるビジネスのマーケティングにおける
顧客にとっての経験価値は必ずしも同質ではない。例えば、そもそも学生が必修や選択必
修で履修すべき授業については、入学してしまえば学生のニーズに関係なく、履修するこ
とはすで決まっている。もちろん、学生は大学選びの際におおよそどのような授業を受講
することになるかは把握できるため、その点は大学としての広報活動に含まれるのかもし
れないが、一教員の授業のための広報戦略が常に必要なわけではない。また、学修という
経験において、例えば FEEL を取り上げると、必ずしもポジティブな感情が経験価値を保
証するものではないように思う。学びの過程においては、難しさを感じ、上手くいかない
状況に陥り、諦めの気持ちすら湧いてくることもあるだろう。それを経験したからこそ、
後になって思い返した時に「価値があった」と感じることも往々にしてあるだろう。その
ような点から、5 つの経験価値は、教育においては補足や但し書き等が必要になるだろう。 
（補足：今年度の本科目においては A,B,C,D と 4 つの授業を開講しており、延べ 69 名の
応募から書類選考の結果、現在延べ 53 名が履修している。昨年度の延べ 19 名の履修者数
から約 2.8 倍となった。各科目における学生たちの取組みの様子は、随時 NU-COIL 公式
ウェブサイトへ掲載していく。）
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